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１．はじめに 

 日本では多くの人が中学校期から部活動を通じてスポーツを始めている。その前段階と

して小学生のときの遊びや運動の場としては、公園がその役割を果たしている(７)。しかし、

公園については最近、子どものけがや騒音問題などによって利用に際して様々な制限があ

ると言われている。そこで、私たちは市役所への取材や子ども達へのアンケート調査など

を行い、それらの調査から子ども達が様々な制約を受けることなく公園で遊べることを目

指した政策を提言したい。 

２．保護者と小学生を対象とするアンケート調査の結果 

 まず、小学生がどれくらい公園で遊んでおり、保護者も含めて公園に対してどのような

要望を持っているのかを把握するために、都内の公立小学校に通う小学生と保護者を対象

とするアンケート調査を行った。調査時期は 2016年 8月、調査対象は中野区立 A小学校

全校生徒（291名）とその保護者（291名）である。最終的に生徒 184名と保護者 184名

から回答を得た。 

・子どもからの回答 

 「公園で遊んでいるか？」 

 遊ぶと回答したのは 90.2％、遊ばないと回答したのは 9.2％で、ほとんどの小学生が公

園で遊んでいるという結果が出た。 

 公園で何をして遊んでいるか 

 公園で遊んでいる子どもの 60.3％が遊具で遊んでおり、38％がボール遊びをしていると

いう結果が出た。このことから遊んでいる子どもの多くが遊具もしくはボールで遊んでい

ることが分かった。 

 公園で禁止されていること 

上位をサッカー、野球、ドッジボール等のボール遊びと大声が占める結果となった。 

 身の回りの公園についての要望 (自由記入) 

身の回りの公園への要望としては「遊具を増やしてほしい」「ボール遊びができるように

してほしい」「もっと広い公園がほしい」などの意見が多く寄せられた。 

・保護者からの回答 

 公園に満足しているか 

 満足していると回答したのは 41.3％、満足していないと回答したのは 53.8％で、保護者

からの視点では満足していないという意見が多少上回った。 

 公園の利用について区や自治体での取り決めはあるか (自由記入) 



 

 

区や自治体での取り決めについては、「ボール遊び禁止」「花火禁止」「大声などの騒音禁

止」などの意見が寄せられた。 

 公園についての要望 (自由記入) 

公園についての要望については、「遊具を増やしてほしい」「ボール遊びができるように

してほしい」「のびのび遊べるスペースがほしい」などの意見が寄せられた。 

 以上、対象は都内のただ一つの公立小学校ではあるが、小学生の大半が公園で遊んでお

り、ボール遊びができる公園を作って欲しいこと、保護者が公園の現状に満足していない

ことが分かった。そこから保護者を含めた住民の公園に対する要望を把握することができ

た。 

３．公園の区分について 

都市公園は国土交通省による「都市計画法」に基づいて設置されている。都市公園は住

区基幹公園、都市基幹公園、大規模公園に分けられており、その中で子どもが徒歩圏内で

行ける公園が住区基幹公園である。さらに住区基幹公園は街区公園、近隣公園、地区公園

に分けられる(４)。 

表１. 東京都の住区基幹公園の数(５)  

この表より、最も数が多く子ども

たちが行きやすい公園は街区公園で

あるといえる。今回私たちは子ども

の公園遊びについて検討するが、その際の子どもは小学生を、公園はこの住区基幹公園の

中でも比較的面積が小さい街区公園と近隣公園を指す。 

ところで、街区公園と近隣公園ではかなり面積に差があり、0.25haを設置基準とする街

区公園では遊ぶための十分な広さが確保されていないように感じる。アンケート結果より、

子どもが公園で行う遊びの中で遊具遊びの割合が半数を占めていたことから、ボール遊び

が禁止されている公園では遊具で遊ぶことも考えられる。遊具についての調査を行うと、

公園に設置される遊具には、設置する際に基準があることが判明した。 

４．遊具の設置 

 都市公園に遊具を設置する際には、平成 26 年 6 月に国土交通省が提起した「都市公

園における遊具の安全確保に関する指針」に記載されている遊具の安全領域というものに

則って行わなければならない。安全領域とは、遊具の安全な利用行動に必要とされる空間

を意味し、この範囲には重大事故に結びつくような植栽や照明灯などの障害物や、石やガ

ラスなどの異物、凹凸や固い設置面があってはならない(３)。公園には遊具のほかにベンチ

や木々を設置するともあるが、大きい遊具をひとつ設置すると、面積の小さい街区公園に

は他の遊具や設備を整えられないという現実がある。アンケートの結果から子どもが遊具

以外に行う遊びとしてボール遊びが考えられる。次章では公園でのボール遊びについて触

れていく。 

 

公園の種類 街区公園 近隣公園 地区公園 

数 2,963 102 20 



 

 

 

５．ボールの使用 

街区公園ではボールの使用が禁止されているところが多く、したがってボール遊びがで

きない場合が多い。そのような問題に対し、私たちは遊具が設置してある公園は遊具の使

用に限定し、遊具を設置していない公園をボール遊び等その他の遊びに限定するという方

法を提案する。この方法には先例があり、足立区と船橋市の公園の管理がそれにあたる。 

足立区ではインターネットにボール遊びのできる公園を掲載し、いくつかの禁止事項は

あるものの、それぞれの公園にある設備(バスケットリンクの有無、少年野球・サッカー兼

用等)の紹介を行っている(１)。船橋市では同市が開催している「こども未来会議室」で 2015

年度、各参加校の代表からボール遊びができる公園の要望が出された。そのため市は、平

成 28年９月１日から 11月 30日までの期間、市内 5公園で試行事業を実施することを決

定した(２)。試行事業を実施している公園で、ボール遊びを行うことのできるエリアのこと

を「多目的広場」という。また、ボール遊びができる市内の公園は近隣公園に該当するも

のが多い。しかし、5公園の中でも 3箇所の公園の「多目的広場」の面積は街区公園の面

積に相当する。こうした事例から、遊具のない街区公園程度の規模の公園をボール遊びが

可能な公園として運用していく事が可能であると考えられる。 

６．大声などの騒音問題 

子どもが街区公園などの公園で遊ぶ際に問題になるのが騒音だろう。花火や爆竹、大音

量でのダンスミュージックなどは騒音であると考えるが、公園で遊ぶ子どもたちの声や走

り回る音は騒音といえるのだろうか。この点については、ドイツで「連邦イミシオン防止

法を改正案」(乳幼児、児童保育施設及び児童遊戯施設から発生する子どもの騒音への特権

付与)が可決されたという例がある(６)。内容は以下の通りである。 

  ドイツ連邦議会は 2011年 5月 26日、「連邦イミシオン防止法を改正案」(乳幼児、児童

保育施設及び児童遊戯施設から発生する子どもの騒音への特権付与」を可決した。騒音被

害については、現状では騒音によって被害を被った場合は賠償請求を行うことが認められ

ているが、今回の法案は、子どもが発する騒音に特権を与え、このような騒音を理由とし

て賠償請求がなされることがないようにしたものである。 

ドイツのように公園での子どもによる騒音をめぐり訴訟を起こすということは日本では

多くないと思われる。しかし他方で、苦情と行政対応により、子どもが公園で遊ぶことに

制限が多くなりつつある。子どもの遊びをどのように社会が支えるかという点で、このド

イツの法改正は参考になる。 

以上の問題点を把握した上で、私たちは街区公園と近隣公園で遊ぶ子ども達が、ボール

遊びができ運動不足や体力低下を改善すべく、十分な運動ができるよう以下の政策を提言

する。 

 

 



 

 

７．政策提言 

提言①：ボール遊びができる公園の一般化 

足立区、船橋市の前例を参考に、街区公園、近隣公園の関係なく、まずは遊具があるか

ないかで分類する。遊具がある公園の場合、主に遊具を使った遊びを目的とした公園とす

る。他方、遊具がない公園の場合は多目的スペースとして公園を開放し、道具の持ち込み

は制限しないが、その公園の規模に合わせたボールの種類の制限を検討していく必要があ

る。ただし、公園の利用者は子どもに限らないため、その地区の子どもの下校時間や利用

頻度を考慮し、回数や時間を定める必要があると考える。一度に大勢の人が自由に憩える

場としては比較的大きい面積が必要であるため、徒歩圏内にある地区公園にその役割を担

うという公園の役割分担をすることが必要であると考える。ボールを使用するにあたって

の安全管理は、原則参加者の自己責任であるが、この政策を実施する各区の公園緑地課と

町会、自治体、その他関係団体や保護者による連携した実施体制が必要である。 

提言②：子どもが遊ぶ時の音への特権付与 

ドイツの例では背景に「子どもから発生する騒音」による訴訟の増加があるが、日本で

はまだそのような段階ではない。そのため、子どもが遊ぶ時の音へ特権付与をする新しい

条例の制定を提言するが、それに時間制限を設けることを推奨する。現在、スクールゾー

ンという登下校時に車両の通行を禁止する法律が一般化してきたが、それと同様に公園で

の子どもが遊ぶ時の音に関して、平日は下校時間から防災行政無線が流れる時間まで、休

日は明るい時間帯など、それぞれの区で取り決めて施行する。 

 

 以上の提言を実行することによって、子どもが自由に遊べる公園が増加し、子どもたち

の健全な育成を図ることが期待される。 
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